
地域密着型金融
の取り組み状況

令和3年度



１．地域密着型金融の考え方

庫是

『道徳を根とし 仁義を幹とし 公利を花とし 私利を実とす』

経営理念
『お客様と共に金庫も栄え 明るい職場と幸福な家庭をつくる』

経営方針
『地域金融機関として、お客様の利便性向上と

地域社会の発展に貢献し、経営力向上を図る。』

庫是を指針として経営理念の実現のため、課題解決型金融の実
践により地域活性化への貢献と顧客基盤の充実・経営基盤強化
を目指し、地域に必要とされる信用金庫として地域密着型金融
に取り組んでまいります。



２．地域密着型金融への具体的な取組み

（１）顧客企業に対するコンサルティング機能の発揮

「ライフステージ別課題解決型支援の取組強化」

・創業･新事業開拓を目指すお客様への支援

・成長段階における更なる飛躍が見込まれるお客様への支援

・経営改善・事業再生が必要なお客様への支援

・ライフステージ全般にわたる支援

・コンサルティング機能の強化

（２）地域の面的再生への積極的な参画

「地域の課題解決支援」

・地域の面的な再生

・地域活性化につながる多様なサービスの提供

・若手経営者等の人材育成のための講師派遣

（３）地域や利用者に対する積極的な情報発信

当金庫では「地域密着型金融の取組み状況」について、「金融仲介機能の

ベンチマーク」を活用し公表してまいります。今後もベンチマークを活用し

金融仲介機能の発揮に努めてまいります。



（1）顧客に対するコンサルティング機能の発揮
「ライフステージ別課題解決型支援の取組強化」

目標項目 数値目標 実績

各ライフステージに応じた
経営課題に対する経営相談受付件数 ２，０００件 ３，９６７件

補助金等申請支援件数 ２００件 ３４２件

補助金等採択件数 １２０件 ２４２件

事業承継／M&A相談件数 ３００件 ４２９件

専門機関・専門家派遣の利用件数 ３００件 ８１２件



経営相談受付内容

補助金活用申

請, 1272

売上増加, 567

専門家活用, 

544

人材確保育成, 

477

事業承継/Ｍ＆

Ａ, 429

その他, 678

相談受付内容

不動産担保・個人保証に過度に依存しない融資への取組み

当金庫では、事業性評価を行い担保・保証に過度に依存しない融資に取組ん
でおります。「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨や内容を十分に踏
まえ経営者保証の必要性について検討し、誠実に対応してまいります。
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専門家派遣制度利用内訳

合計3,967件 合計812件

その他274件



特徴的な取組み

当金庫は、ものづくり補助金の申請支援に注力し、取引先中小事業者様の設備投資を通
じた生産性向上を後押ししております。
令和３年度につきましても、補助金申請支援に注力してまいりました。

令和２年度年間 令和３年度年間

申請支援数 １２３件 ６６件

採択件数 ６４件 ４３件

採択率 ５２．０％ ６５．２％

全国採択率 ４２．０％ ５４．２％

令和２年度に引続き、令和３年度も累計採択件数で
全国の信用金庫 第1位 を継続しております。

ものづくり補助金



特徴的な取組み

当金庫は、ポストコロナにおける事業所様の事業再構築を支援するため、事業再構築
補助金の申請支援についても注力しております。飲食業のみならず、製造業、建設
業、農業等幅広い事業者様の支援を実施しました。
※事業再構築補助金とは、既存事業から新事業に挑戦する事業者様に国から補助を受
ける制度です。

事業再構築補助金
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１次公募２次公募３次公募４次公募

申請

採択

令和３年度年間

申請支援数 １２０件

採択件数 ６０件

採択率 ５０．０％

全国採択率 ４２．４％



特徴的な取組み

（2）地域の面的再生への積極的な参画「地域の課題解決支援」

地域の面的な再生

若者のＵターン促進、地元企業の人材確保を目的として昨年度の御前崎市に続き牧之原
市、藤枝市、川根本町と「地元就職応援プロジェクト」を立ち上げました。

〇【地域の応援プロジェクト】
・牧之原市「RIDE ON MAKINOHARAおかえりプロジェクト



特徴的な取組み

（2）地域の面的再生への積極的な参画「地域の課題解決支援」

地域の面的な再生
〇【地域の応援プロジェクト】
・藤枝市Uターン・地元就職応援プロジェクト



特徴的な取組み

（2）地域の面的再生への積極的な参画「地域の課題解決支援」

地域の面的な再生

〇【地域の応援プロジェクト】
・川根本町ネクストリーダーズプロジェクト



特徴的な取組み

（2）地域の面的再生への積極的な参画「地域の課題解決支援」

地域の面的な再生

○【From Yoshida 若者応援プロジェクト】

県内外に進学した学生に働く場の提供、地域企業の安定的な雇用支援を目的として吉田町と
連携し「Ｆｒｏｍ Ｙｏｓｈｉｄａ若者応援プロジェクト」を立ち上げました。



特徴的な取組み

（2）地域の面的再生への積極的な参画「地域の課題解決支援」

地域の面的な再生

〇【コロナに負けるな応援キャンペーン ～飲食店編～】
新型コロナウイルス感染症の拡大により甚大な影響を受けている
飲食店を応援しようと「コロナに負けるな応援キャンペーン
～飲食店編～」を実施しています。職員の昼食を地元の飲

食店からテイクアウトし、応援させて頂いております。

〇【静岡県事業承継ネットワークの事業承継診断】の実施
当金庫は静岡県事業承継ネットワークの構成員として、「後継者がいない」、「後継者
教育ができていない」、等のお悩みをお持ちの事業者様に、事業承継診断の実施等によ
り円滑な事業承継を促進するための支援体制の整備に努めております。

〇【Ｍ＆Ａへの取組み】
当金庫は中小企業庁の「Ｍ＆Ａ支援機関登録制度」に登録しました。

近年、後継者不足に悩む事業者様の事業承継の手段として「Ｍ＆Ａ」が活発化しており
ます。当地事業者様の技術や人材の維持発展のため、当金庫は本部専門部を中心として
Ｍ＆Ａの相談から実行に至るまでサポートしております。



特徴的な取組み

（2）地域の面的再生への積極的な参画「地域の課題解決支援」

地域の面的な再生

〇【掛川西高校とのフィールドワーク】

令和３年８月１２日、掛川西高校の１年生・２年生を対象に金融教育の一環として、
フィールドワークを実施しました。信用金庫の業務内容、地域との関わり、新型コロナ
ウイルス感染症の経済への影響等について講義を行いました。



特徴的な取組み

（2）地域の面的再生への積極的な参画「地域の課題解決支援」

地域の面的な再生

〇【地域が繋がる飴プロジェクト】
新型コロナウィルスの影響により作業が激減してしまった「就労継続支援事業所」の皆
さま、校外実習ができなくなってしまった「掛川特別支援学校」の生徒さんを応援しよ
うと地元高校生・地場産業・地域企業と連携し、年金ふれあいデーの贈答品「就労継続
支援事業所で栽培したブルーベリー飴」の制作を行いました。

○【デジタルサポート事業】
デジタルディバイト（情報格差）の解消を目的に、スマートフォンの基本的操作支援、
LINE等の藤枝市の提供するデジタルサービスの利用支援等を藤枝市内３店舗（藤枝支
店・藤枝東支店・藤枝南支店）にて令和４年2月21日から開始致しました。

○経済産業省補助金セミナーをオンラインにて開催



特徴的な取組み

（2）地域の面的再生への積極的な参画「地域の課題解決支援」

地域の面的な再生

○【茶業者懇談会】

「2022島田掛川信用金庫茶業者懇談会」を実施いたしました。３名のパネラーをお迎えし、
茶業界の今後についてディスカッションいたしました。



特徴的な取組み

（2）地域の面的再生への積極的な参画「地域の課題解決支援」

地域の面的な再生

○【新春講演会】

「コロナ禍でわかった日本の弱点と素晴らしさ」をテーマに株式会社日本総合研究所
調査部主席研究員・藻谷浩介氏にご公演いただきました。新型コロナウイルス感染症の
拡大状況を鑑み、オンラインでの開催となりましたが、多数の方にご視聴いただきまし
た。



特徴的な取組み 地域の面的な再生

（2）地域の面的再生への積極的な参画「地域の課題解決支援」

○【トピックス】

内閣府【第１回地方創生ＳＤＧｓ金融表彰受賞】

当金庫が取り組む「Ｕターン・地元就職応援プロジェクト」が「第１回地方創生ＳＤＧ
ｓ金融表彰」を受賞し、内閣府から表彰を受けました。人口減少など地域経済の存続に
関わる課題に対し、行政と金融機関が連携し、若者の定住と就職を推進する先導的な取
組と評価されました。
【連携市町村】御前崎市・牧之原市・藤枝市・川根本町・吉田町



（3）地域や利用者に対する積極的な情報発信

特徴的な取組み

〇当金庫では、コミュニケーションアプリ「ＬＩＮＥ」において「ＬＩＮＥ
＠」の公式アカウントを開設しています。お客様に地域情報やキャンペーン商
品情報などをお届けします。

エコで環境にやさしい通帳レス
機能を選択できる「アプリバン
キング」の口座登録件数が１万
件達成したことを記念して、令
和３年５月２８日、社会課題の
解決やＳＤＧｓに積極的に取り
組んでいる公益財団法人ふじの
くに未来財団に、社会貢献に役
立ててもらうため３０万円の寄
付をしました。

〇ふじのくに未来財団に、３０万円の寄付



（3）地域や利用者に対する積極的な情報発信

特徴的な取組み

〇島田掛川信用金校

令和３年１２月６日に、地域のみなさまがもっと元気に、もっと身近に感じていただけ
るように、仮想の『島田掛川信用金「校」』を開校し、学校を舞台に生徒と先生を通じ
て、地域に関する情報や金庫に関する情報を発信する学校企画を立ち上げました。
発信は、Instagram、YouTube、twitterで日々発信しています。

ストーリー
センセイ！
わたしたちは、
このまちをもっと元気にします。
創立140年以上の伝統校である「島田掛川信用金校」。
地域が元気になることを、みんなで学び考えています。
文武両道で、勉強も一生懸命、部活・サークルにも一生懸命です。
伝統を重んじながら、つねに新しい取り組みにチャレンジしていま
す。
若い感性と行動力が「島田掛川信用金校」の原動力。
今日も地域の中に、生徒たちの大きな挨拶の声が聞こえます。



◦地元就職応援プロジェクト

（第１回地方創生ＳＤＧｓ金融表彰受賞）

◦ものづくり補助金・事業再構築補助金等の支援

◦省エネ補助金ＰＲと申請支援

◦事業承継・Ｍ＆Ａ支援

◦ハローワークと連携した人材確保支援

◦専門家派遣支援

◦経営力向上計画・先端設備導入計画等の支援

◦販路開拓支援

◦ビジネスマッチング支援

島田掛川信用金庫 ＳＤＧｓへの取組

島田掛川信用金庫は、１４０年以上にわたり、金融に関する事業活動を通じて持続可能な社会の実現に向けて貢献してきました。
日本最古の信用金庫として、ＳＤＧｓの理念に賛同し、今後も地域の課題解決と地方創生に取り組んでまいります。

島田掛川信用金庫 ＳＤＧｓ行動宣言

島田掛川信用金庫は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。


◦エコ関連設備優遇消費者ローンの取扱い

◦満期自動型定期積金の取扱い

◦アプリバンキングの導入

◦コスモス成年後見サポートセンターの活用

◦振り込め詐欺等の特殊詐欺防止対策

◦公益財団法人ふじのくに未来財団への寄付

◦ＡＴＭに視覚障がい者対応ハンドセットの導入

◦マネーロンダリング及びテロ資金供与対策

◦税務相談会・年金相談会の実施

◦エコアクション２１の認定取得

◦グリーン商品購入・再生紙使用

◦店舗にソーラーパネル設置（袋井支店）

◦島田帯シャツの着用

◦クールビズ、ウォームビズの実施

◦河川・海岸美化活動への参加

◦高校生の職場体験・フィールドワーク実施

◦地元高校生による地方創生発表会

◦地域学校へ金融教育としての講師派遣

◦役職員向け各種セミナーの開催

◦女性役席比率の向上

◦有給休暇取得の推奨

◦男女ともに育児休業推奨

◦ノー残業デー・週間の実施

◦ネクタイ着用の自由化

◦障がい者の積極的雇用

◦将棋王将戦への協賛

◦地域部活動への協賛

◦島田掛川信用金庫杯県選抜少年野球大会への協賛

◦しまだ大井川マラソンボランティア

◦掛川市ふれあい広場ボランティア

◦フードドライブ事業への参画

◦外国人留学生就職相談会の開催

◦野球のまち「島田」地域活性化プロジェクト

◦献血への協力

◦ピカッと作戦への参加

環境負荷軽減への対応

多様な人材育成

働きやすい職場

環境配慮型商品

豊かなまちづくり

ガバナンス

地域への貢献

地域産業の育成・発展の支援



３.新型コロナウイルス感染症への対応

当金庫では、新型コロナウイルス感染症拡大に
より、影響を受けている地域の皆様からの相談
に、迅速にお応えしてまいります。

「相談窓口」を設置しています

・平日 本店営業部、島田本店営業部及び支店

午前９：００～午後３：００

・土曜日 島田本店営業部

午前９：００～午後３：００

事前予約制となります

ホームページからも受け付けています。



令和4年度目標
顧客に対するコンサルティング機能の発揮

「ライフステージ別課題解決型支援の取組強化」

目標項目 数値目標

各ライフステージに応じた
経営課題に対する経営相談受付件数

２，０００件

補助金等申請支援件数 ２００件

補助金等採択件数 １２０件

事業承継／M&A相談件数 ３００件

専門機関・専門家派遣の利用件数 ３００件


